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	2028年新卒向けインターンシップフェア 開催報告書 （2026年6〜7月開催）
	00．もくじ
	P. 3
	P. 7
	P.16
	P.23

	開催概要
	1-1．FUKUSHI meets!とは
	◉ 福祉系大学生と福祉法人の新たな出会いの窓口に
	◉ 2026年3月で13年目を迎える福祉就職フェアです！

	1-2．FUKUSHI meets!インターンシップとは
	1-3．開催結果概要
	開催日時
	開催場所
	06月20日（土） 13:00-17:00
	関東（大手町駅）
	大手町三井ホール
	28団体
	222名
	195名
	27.4名
	06月28日（日） 13:00-17:00

	関西（大阪駅）
	コングレスクエアグラングリーン大阪 グランホール
	32団体
	272名
	243名
	30.5名
	07月04日（土） 13:00-17:00

	東海（名古屋駅）
	名古屋プライムセントラルタワー
	20団体
	143名
	132名
	26.8名
	07月11日（土） 13:00-10:30

	関東（浜松町駅）
	東京都立産業貿易センター浜松町館 ２階展示室
	26団体
	206名
	172名
	25.2名
	参加対象者
	福祉業界で就職を目指している大学生・専門学校生
	出展法人の特徴
	インターンシップを実施する全国の福祉法人
	当日のプログラム
	出展法人リレープレゼン
	ブース型説明会
	相談ブース
	フェアの特徴
	各開催エリアの最先端の福祉法人が集まる
	⼤学⽣と早期接点が持てる
	福祉への熱量の高い学生が多数来場する
	©FACE to FUKUSHI

	開催全体のまとめ
	2-1．学生の参加動機
	(複数回答)
	学生の参加動機は「就活を始めるきっかけ・就活の準備」が最も多く、53.6％となった。
	　次いで、「先生や友達に勧められて・誘われて」が47.0％であった。
	「福祉の業界研究・仕事理解」や「福祉で働いている人から話を聞いてみたかった」といった
	　福祉の仕事について知りたい学生の参加も多かった。
	2-2．参加学生の学年の内訳/フェアの満足度
	7.8
	参加者の 学年内訳
	参加者の 満足度

	21.6


	66.1
	95.9
	2-3．ブースを訪問した理由
	(複数回答)
	フクカツBOOKを見て




	71.9％
	23.3％
	12.9％
	10.1％
	6.8％
	2.7％
	1.1％
	「当日のリレープレゼンを見て」ブース訪問を決めた学生が71.9%と最も多く、
	　次いで「FUKUSHI meets!のイベントサイトを見て」を選択した学生が多かった。
	「イベントサイトを見て」と答えた学生が23.3％おり、事前に情報を収集し、
	　ある程度訪問するブースに目星をつけて参加する学生もいることがわかった。

	2-4.インターンに参加する法人への就活時の心境
	(複数回答)
	インターンシップに満足すれば、 就活時に選考等を受ける可能性がある
	インターンシップへの参加と、 就活時に選考等を受けるかは関係ない
	就活時に選考を受ける可能性が高い
	就活時に選考を受けるつもりで 参加している
	その他




	65.2％
	23.0％
	7.8％
	3.2％
	0.9％
	「インターンシップに満足すれば、就活時の選考等を受ける可能性がある」と
	　答えた学生が65.2％と最も多かった。
	インターンシップで満足すれば、その後につながる可能性も高いことがわかった。
	　どのようなプログラムや関わりをするのか、が重要であることが分かった。

	2-5．就職を希望している業界とその分野
	就職したい業界
	2.1
	福祉業界と福祉 業界以外の両方



	45.5


	52.4
	関心のある分野
	29.0
	11.3
	複数分野で 迷っている


	45.2
	13.3

	2-6.就職先を選ぶ上で重視したいポイント
	(複数回答)
	関心のある事業である
	給与や手当の充実
	職場や職員の雰囲気の良さ
	休みの多さ、取りやすさ
	専門性の高さ・支援へのこだわりを感じる
	事業内容の多様さ・幅広さ
	法人の理念・ビジョンへの共感
	立地、通いやすさ
	研修が充実している
	独自性のある事業や取り組みをしている
	経営が安定している
	人事担当者の人柄
	施設の新しさ、綺麗さ
	キャリアパスが充実している

	67.3％
	51.1%
	44.7％
	34.5％
	19.4％
	13.1％
	10.8％
	10.7％
	6.5％
	5.4％
	4.8％
	4.4％
	4.1％
	2.1％
	1.8％
	最も多いのは「関心のある事業である」となっており、次いで「給与や手当の充実」、
	　「職場や職員の雰囲気の良さ」、「休みの多さ、取りやすさ」と続いた。
	仕事内容の納得感に合わせて、働く環境や待遇面を重視する傾向が強いことがわかった。
	©FACE to FUKUSHI




	2-7.ブースで特に聞きたかった話
	(複数回答)
	事業内容や支援の内容・仕事のやりがい
	職場の雰囲気や組織風土
	特徴的な取り組み・力を入れていること
	事業の理念やビジョン
	待遇面について
	休日数について
	地域貢献や地域に向けた取り組み
	資格手当や資格補助について
	配属について
	研修制度について
	インターンシップの内容
	求める人物像
	入社後のフォローアップ体制について
	選考フロー
	その他

	54.2％
	44.9％
	27.2％
	24.9％
	23.1％
	32.7％
	17.1％
	11.7％
	8.9％
	7.4％
	7.2％
	6.8％
	5.7％
	3.6％
	0.8％
	0.3％
	「事業内容や支援の内容・仕事のやりがい」に関心を持つ学生が多く、
	　自分の興味関心に合うのかを知り、支援内容や取り組みに関心を寄せる学生が多かった。
	次いで「職場の雰囲気や組織風土」、「特徴的な取り組み・力を入れていること」、
	「事業の理念やビジョン」が続き、働く環境面よりも法人全体の風土に関心が集まった。
	©FACE to FUKUSHI



	2-8．当日の様子
	開催回のまとめ
	6月20日（土）＠関東
	3.1


	67.2
	10.8
	16.9
	14人
	29人
	20人
	132人
	6月28日（日）＠関西
	1.2
	3.3
	4.1
	2.5

	11.1


	55.1
	20.6
	8人
	159人
	55人
	21人

	7月4日（土）＠東海
	3.0

	5.3
	5.3


	52.3
	25.8
	4人
	2人
	30人
	96人
	7月11日（土）＠関東
	0.6
	4.1
	0.6
	0.6
	1.2




	76.7
	3.5
	12.8
	14人
	104人
	39人
	15人



	出展法人一覧_1
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
	社会福祉法人館邑会
	群馬県
	知/身/精

	ALSOK介護株式会社
	埼玉県
	高/保/地
	一般社団法人上尾中央医科グループ
	埼玉県
	医/地/高
	社会福祉法人永寿荘
	埼玉県
	高/地/保
	社会福祉法人茶の花福祉会
	埼玉県
	知/身/精
	株式会社ドットライン
	千葉県
	児/精/高
	社会福祉法人印旛福祉会
	千葉県
	知/身/精
	社会福祉法人福祉楽団
	千葉県
	高/児/地
	社会福祉法人佑啓会
	千葉県
	知/児/地
	社会福祉法人槇の実会
	千葉県
	知/高/児
	グッドタイムリビング株式会社
	東京都
	高/地/医
	スターツケアサービス株式会社
	東京都
	高/保/地
	セントケア・ホールディング株式会社
	東京都
	高/地/医
	タムスグループ
	東京都
	高/医/保
	株式会社オンアンドオン
	東京都
	児/保/精
	株式会社ケアメイト
	東京都
	高/地/保
	株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
	東京都
	東京都
	高/医/保
	社会福祉法人あいのわ福祉会
	東京都
	身/知
	社会福祉法人嬉泉
	東京都
	知/身/保
	社会福祉法人三幸福祉会
	東京都
	高/地/生
	社会福祉法人賛育会
	東京都
	高/保/医
	社会福祉法人正夢の会
	東京都
	知/児/精
	社会福祉法人多摩同胞会
	東京都
	高/児/地
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
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	出展法人一覧_2
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
	IKOIGROUP
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野

	［事業分野の凡例］ 知：知的障害 精：精神障害 身：身体障害 高：高齢 児：児童 保：保育 地：地域福祉 生：生活困窮 ニ：ニート・ひきこもり・不登校支援 医：医療 中：中間支援 行：行政
	©FACE to FUKUSHI

	学生広報のまとめ
	4-1．学生広報
	FACE to FUKUSHIでは、参加学生を集客するために、大学や専門学校の教員を介してのチラシ配布や、SNSを使った情報拡散など、様々な手法でアプローチをしています。
	以下、本年実施した広報活動です。
	広報手段
	配布枚数
	配布先
	チラシ送付
	約25,000枚

	広報手段
	学校数
	就職課・キャリアセンター・福祉実習指導室への メール・DM送付
	230校



	4-2．学生広報
	大学（主に福祉系学部）の授業やゼミにおいて10〜15分程度の時間をいただき、 FACE to FUKUSHIの活動紹介や就職フェアの告知を行う「授業内広報」を実施しています。
	広報手段
	学校数
	回数
	大学名
	対象学生数
	授業内広報
	＜関東＞ 立教大学、文教大学、東洋大学、埼玉県立大学 日本社会事業大学、明治学院大学、浦和大学、駒澤大学 立正大学、早稲田大学、武蔵野大学、明星大学 東洋学園大学、法政大学 ＜関西＞ 武庫川女子大学、神戸学院大学、関西学院大学、佛教大学 龍谷大学、近畿大学、関西福祉科学大学、大阪公立大学 大阪人間科学大学、桃山学院大学、追手門学院大学 和歌山大学、甲南大学 ＜東海＞ 中京大学、愛知県立大学、金城学院大学、同朋大学 名古屋市立大学、愛知教育大学
	約3,800人
	©FACE to FUKUSHI



	4-3．広報媒体
	チラシ：表（各エリアごとに作成）

	4-4．広報媒体
	チラシ：裏

	4-5．広報媒体
	ポスター（各エリアごとに作成）
	一般社団法人FACE to FUKUSHI
	大阪府大阪市北区梅田1-3-1　大阪駅前第一ビル4階106 TEL　06-4799-0108 営業時間　10:00-18:00（土日祝日を除く）
	〒530-0001



	FACE to FUKUSHI

	SNS
	にて
	新卒向け福祉就職フェア「FUKUSHI meets!」の紹介等をしています！



